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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文は，現在の国際政治経済研究において，最も注目される重要な概念のひとつである「良い統治（Good 
Governance）」について，その政策概念の特徴と具体的な政策プログラムの実施過程およびそれに伴う諸問
題について，被援助国の視点から実証的に，かつ批判的に検討した研究である。本論文の焦点は明確で，構
成と論旨は明快であり，議論の展開には一貫性がある。
　「良い統治」は，これまでもっぱら開発援助を供与する側の視点で論じられてきた。この問題に関する研
究文献も少なくないが，そのほとんどは，国際機関や先進国の視点から，途上国における貧困削減，行政改
革，民営化，司法制度改革，市民社会参加等の必要性を論じるものであり，「良い統治」を所与の前提とし
て肯定的にとらえてきた。
　本論文は被援助国の政策実施の過程を実証的に分析することで，「良い統治」に関する世銀の具体的な政
策プログラムが，トップ・ダウンで作成され，実施されており，目標とする成果を収めていないことを指摘
している。本論文では，現地調査において，世銀等の国際機関の現地担当者，政府の政策担当者，研究者，ジャー
ナリスト，村落住民の代表者等にインタビューしており，開発政策に関する同国の政府文書等も検討してい
る。こうした現地調査や現地で収集した資料に基づいて，「良い統治」関連の世銀の政策プロブラムを批判
的に検証した本論文は，類書のない先駆的な研究として評価できる。
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　本論文では，援助機関対被援助国政府という，単純化された対抗軸が強調されがちなため，当事者として
の同国政府が実施した「良い統治」関連の制度化や政策の成果を，いかに評価するのかという疑問が残る。
また，結論部分では「内発的統治」がやや理想化されており，それがなぜこれまで十分に機能せずにきたの
かという分析は弱い。しかし，本論文は，「良い統治」を援助条件として義務付けられた側において，それ
がもたらす諸問題を国際政治経済学的な枠組のなかで体系的に論じた研究として独自性があり，その学問的
な貢献を高く評価できる。
　よって，著者は，博士（国際政治経済学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
